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2019 年度の放送番組審議会は、新型コロナウイルスの感染拡大を防止す

るため、番組審議会委員と事業者との対面での審議は実施せず、事業者側

より放送番組審議会委員に対して書面をもって現況報告及び J：COM チャ

ンネルの取り組み、放送実績について報告を行い、審議委員より書面にて J：

COM チャンネルに対して、意見、要望があった。 

 

 

■2019 年度の放送番組について 

 

(委員)デイリーニュースでは、季節の便りをきめ細かく取材され、また地域の

人々の表情が映像を通じて感じる事ができた。 

 

(委員) 地域の情報ステーションという方針は適切と思います。加えて、地域の

活性化につながるものと思う。 

 

(委員) デイリーニュースは、地域に密着しており、生活に役立つ情報で、かつ

地域の繁栄につながる番組と感じた。 

  

 

(事業者)今後も、視聴者の皆様方に、身近に感じていただける地域密着メ

ディアを目指し、地域草の根情報の発掘と市民参加型のテレビを目指してま

いります。 

 

 



(委員) 台風等、災害発生時は、行政が伝えたい情報を発信いただいた、今

後も有事の際の積極的な情報伝達、番組編成に努め、地域密着な番組づく

りに期待する。 

 

 

(事業者)引き続き、行政との連携を密に、市民の安心・安全に役立つ情報

発信に努めてまいります。 

 

 

(委員) わっしょい木更津は、かずさ地域の住民も地域内の魅力に気づいてい

ない面を掘り起こし、情報を発信している視点が良いと思う。 

 

(委員) わっしょい!木更津は、日頃、地域に住んでいる方々も気付かないよう

な地域のレジャースポットやイベントを、よくリサーチされており、地域密着の番

組づくりがされていた。 

 

 

(事業者)今後も、当番組に限らず、ジェイコム木更津の放送をきっかけに 

地元の魅力を再発見、再認識、更に、遠くのオアシスではなく、自分達の住む

身近に場所にオアシスがある事を認識いただけるような企画を発信して参りま

す。 

 

(委員) かずさキラキラスクールは、活動を外から見て、ただ紹介する手法では

なく、リポーターが取材対象者の活動に入り込み、体験して紹介する手法をと

っているので、多方面に渡って伝えられている番組と感じた。 

 

(委員) かずさキラキラスクールは、学校と地域が番組を通じて、身近なものと

なり、子供達や地域住民の表情が伝わってきた、今後も期待している。 

 

(委員) かずさキラキラスクール 子供達の自然な笑顔が見る事が出来て良い、

今後は幅広い年代層を満遍なくご出演いただく番組があっても良いと思う。 



(事業者)引き続き、次代を担う子ども達を応援する企画のほか、新年度は、 

地域で頑張る市民の方を応援する企画を計画しています。 

今後も放送を通じ、地域と視聴者の皆様の懸け橋的存在を目指してまいりま

す。 

 

 

(委員)特別番組『長っと散歩』は、公職にある市長の普段の姿が、市民には

見る機会が少ないため、当番組を通じて、市長の自然な表情を垣間見ること

ができる有意義な番組であった。今後も 4 市の市長出演する企画に期待しま

す。 

 

 

(事業者)新年度以降も、当企画は定期的に放送できるよう企画しております。 

私達の住む街のリーダーが、街の魅力を市長ご自身にアピールいただく事は、

住民の皆様にとっても、安心して住みやすい街だと感じていただける機会と思い

ます。今後も行政と市民の懸け橋的企画となるよう努めてまいります。 

 

 

(委員)特別番組『更津港まつり 花火大会』は、様々な視点から鑑賞できる

放送の強味を活かしたカメラワークで、まるで現地にいるような臨場感を感じる

ことができた。 

 

 

(事業者)高齢化が進む中、なかなか現地に足を運べない高齢者の皆様や 

当日、仕事の都合で花火大会を現地で見られない方、また妊婦さんや体調

を崩され、人混みや外出できない方でも、夏の風物詩をテレビでもリアルタイム

でお楽しみいただけるよう、引き続き、制作して参ります。更に、地域情報アプ

リ どろーかるでもライブ配信を実施し、日本全国から地元の花火大会や祭り

をお楽しみいただけますよう、引き続き、企画して参ります。 

 

 



■番組認知について 

 

(委 員) デイリーニュースで、これから行われる地域行事の宣伝(事前告知)を

積極的に展開いただき、番組と地域が共に盛り上げる企画をしてはいかがか。 

 

(事業者)2020 年度は、更に今後予定されているイベント、行事など未来形

の情報発信にも力へ入れ、視聴者の皆様が「行ってみよう」「やってみよう」など 

動機付けの情報発信に努めてまいります。 

更に、J:COM チャンネルと WEB(SNS 等)を連動させた情報発信にも力を入

れ、視聴者の皆様が情報をキャッチできる機会をより多く設けられるよう取り組

んでまいります。 

 

 

■番組づくりへの要望・希望 

 

(委 員) J:COM カップのスポーツ大会は臨場感があり、見ごたえがある。各市

のスポーツ連盟の自主大会など、他の競技の中継があれば良いと思います。 

 

(委 員) 各地域の高齢者の活動(草刈り、体操、グランドゴルフ、ゲートボー

ルなど)を紹介する番組があっても良いのでは。 

 

(委 員) 「長っと散歩」を契機に、自治会長や老人クラブ会長、PTA 会長等

が案内役として各地域の状況を紹介しながら散歩する企画も良いと思う。 

 

(委 員) 地域住民に密着した内容は、住民にとって地域をより深く知ることの

できる有益な番組であると感じた、今後は、聴覚障がい者への配慮も踏まえ、

もう少しテロップを付したほうが良いと感じた。 

 

(委 員) 在住外国人(新住民含む)を相手に、地元に伝わる民謡や舞踊を

紹介し、教える様な国際交流をふまえた企画は、より地域の明るい街づくりに

役立つと思います。 



(事務局)各委員からの貴重なご意見、ご要望を今後の番組制作に活かして

いく所存です。貴重なご意見、アドバイスを賜り、誠にありがとうございました。 

 

 

以上 


